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「市民の目フォーラム北海道」会報 第 2７号（201４年 １月） 

事務局   市川・今橋法律事務所内 

（札幌市中央区大通西 11丁目 北海ケミカル札幌ビル７Ｆ） 

http://shimin-me.net/  ☎ 050-7524-8995 

e-mail  shimin-me.forum@kpa.biglobe.ne.jp 

 

e-mail    

 

 

 

「市民の目フォーラム北海道」は、警察の様々な問題に関心のある幅広い市民が集まり、警察に関する情

報や意見を交換し、真に市民のための開かれた警察実現のために活動しています。 

 

警察国家への道  

国民のひとり一人が監視を 

皆様には健やかに新しい年をお迎えのこととお喜び申し上げます。 

年頭にあたり「市民の目フォーラム北海道」を代表してご挨拶を申し上

げます。早いもので、私と斎藤邦雄氏が道警の裏金疑惑を告発してから

10年、当フォーラムを立ち上げてから 6年になろうとしています。昨年 4月には私どものこれまでの活動を

総括する意味で「警察崩壊」を旬報社から出版、多くの方にお読みいただきました。（下記に活動内容紹介） 

 

大学生への出張講義 フォーラムの重点事業とし

て取り組んできました全国の大学生等を対象とす

る出張講義を引き続き昨年も実施。6 月の龍谷大学

（京都）を皮切りに、北海学園大学（札幌）で昼・夜間

2回、7月の早稲田大学、8月の北海道大学大学院、

名古屋大学大学院、10 月の専修大学、法政大学、11

月の神奈川大学、そして、平成26年 1月には鹿児島

大学と同法科大学院で実施し、これで本年度の全

国 10校の講義を終了しました。講義のテーマは「我

が国の犯罪捜査・刑事手続きの問題点～体験を踏

まえて～」、「マスコミと警察」、「監視社会と警察」、

「秘密保護法と公安警察」などで、いずれも受講の

学生達から大きな反響がありました。 

弁護士会等でのシンポジウム また、特定秘密保

護法問題にも積極的に取り組みました。4 月の大阪

弁護士会主催シンポジウム「知る権利が危ない！」、

7 月の愛知弁護士会主催シンポジウム「秘密保全

法？『公共の安全ってなんだ』」に参加、9 月には全

国オンブズマン京都大会で「監視社会と警察」と題

して講演、11 月には東京都で開かれた「明るい警察

を実現する全国ネットワーク」（代表清水勉弁護士）

主催のシンポジウム「秘密保護法は公安警察の隠

れ蓑だ！」で講演、11 月には明治大学リバティタワ

ーで明治大学軍縮平和研究所・アジア記者クラブ

（ＡＰＣ）主催の講演会で「秘密保護法と公安警察」

と題して講演しました。 

 

マスコミからのインタビュー 秘密保護法に関して

は、マスコミの動きは遅きに失した感がありますが、

10 月に入ってから新聞、テレビのインタビュー取材

も数多くありました。 

各紙の見出しは、朝日新聞オピニオン欄の[耕論]

に“情報収集無制限に広がる”、毎日新聞“監視の先

の改憲に危機感”、東京新聞“「特高」化に拍車”、高

知新聞“思想監視の警察国家に”、共同通信は、特集

「秘密保護法案ここが論点」で“特高警察再来を危

惧”を配信、福島民友、静岡新聞、京都新聞、愛媛新

聞、長崎新聞、佐賀新聞、琉球新報、沖縄タイムスが

記事を掲載しました。なお、地元、北海道新聞の取

材も受けましたが記事は掲載されませんでした。 

テレビはテレビ朝日（報道ステーション）、ＴＢＳテ

レビ（ＮＥＷＳ２３）、それにＨＢＣ北海道放送（グッチー

の今日ドキッ！）に出演しました。 

http://shimin-me.net/
mailto:shimin-me.forum@kpa.biglobe.ne.jp
http://www.geocities.jp/shimin_me/cefh1.htm#25.04.24
http://www.geocities.jp/shimin_me/cefh1.htm#25.04.24
http://www.geocities.jp/shimin_me/cefh1.htm#25.07.03a
http://www.geocities.jp/shimin_me/cefh1.htm#25.07.03a
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今、憲法が危ない 国民が円安だ、株高だ、アベノミクスだと浮かれているのをしり目に、臨時国会では国

家安全保障会議（日本版 NSC）設置法、それとセットとなる特定秘密保護法が成立しました。安倍政権は、「集

団的自衛権」を巡る憲法解釈の見直しにも着手、自民党は自衛隊を国防軍に改め、自衛権発動を妨げない

などとする「日本国憲法改正案」を発表しています。ここにきて、憲法改正は現実味を帯びてきました。 

 そうした中で警察は、「安全・安心なまちづくり」をうたい文句に、着々と事実上の権限の拡大を図ろうと

しています。警察が特定秘密保護法の制定に最も熱心だったとされるのはその表れだともいえるでしょう。 

 

清水雅彦准教授の指摘 日本体育大学の清水雅

彦准教授（憲法学）は、1980 年代から警察内部にこ

れまでの警察権の限界に関する考え方を緩めよう

とする動きがあり、学者の中にも私
し

人間
じんかん

の問題にも

警察が積極的に介入するべきだとする考え方が出

ていると指摘しています。近時の警察の暴力団対

策、ストーカー対策、いじめ自殺対策、そしてテロ対

策等をみると、なるほどと納得できます。 

全国に 5万店舗もあるコンビニ店舗をはじめ、金

融機関などの企業の防犯(監視)カメラ、駅や道路、

地下街等に設置される公共の場所の防犯(監視)カ

メラ、そして、こうした企業の防犯（監視）カメラと

警察の写真データベースを繋ぐ試みも始まってい

ますし、警察自前の防犯（監視）カメラやＮシステム

も増えています。これも国民の「安全・安心」を求め

る風潮を背景にしたものでしょうが、世論調査では

7割以上が賛成ないしは容認派です。 

“安全・安心”とはいったいなんでしょう。わが国の

犯罪は、平成 14 年をピークに毎年減り続けていま

す。監視カメラで犯罪が減るはずがありません。 

国民は一度立ち止まって考える必要があるので

ないかと思います。 

清水准教授は自主防犯活動が盛んになると「民

衆の警察化」になり、実は私たちが「犯罪予備軍」と

みなされているのではないかと指摘しています。

これは、ある意味、恐ろしいことだと思います。 

＊私人間 民法では人は公人（公務員）と私人（一般市民）に分かれ、私人間とは私人の間という意味。 

国民への監視強化 国民への監視は防犯(監視)カ

メラだけではありません。既に、携帯電話（スマホ）、

インターネット、スーパーのポイントカード、銀行口座

情報など、あらゆる個人情報を警察がいとも簡単

に手に入れることができる社会になっています。私

たち国民のプライバシーがすべて握られているの

です。 

しかも、恐ろしいことにそれをチエックするシス

テムはありません。それだけではありません。警察

は取調べの可視化と引き換えに捜査手法の高度化

の名の下、通信傍受法の適用対象事件の拡大、会

話傍受（盗聴）の法制化、あるいは共謀罪の創設を

目論んでいます。 

私たちが心がけること 国民の無関心さを奇
き

貨
か

と

して、警察という権力機関をチエックするべき公安

委員会をはじめ、知事、議会等の公の機関がいつの

間にかその機能を放棄してしまいました。 

そして、権力の監視を標榜する新聞、テレビなど

の多くが、警察の顔色を窺うようになりました。 

我が国は間違いなく自由のない警察国家への道

を歩み始めています。これ以上、警察の無原則な権

力拡大を許してはなりません。一度失われた自由

や権利を取り戻すことは容易ではありません。そう

させないためには、第一歩として、国民のひとり一

人が権力は腐敗し、暴走するものだという認識を

持つことが必要です。 

 

 「市民の目フォーラム北海道」としては、こうした現状を踏まえて、特定秘密保護法の運用や警察の権力

拡大の実態をはじめ、警察の本当の姿を広く国民に知らせる活動を続けるとともに、警察の違法行為により

損害を受けた人々からの相談に応じ、国賠訴訟の支援活動などを続けていきたいと考えています。 

 本年も皆さんの変わらぬご支援をいただけますよう心からお願い申し上げます。 

                  「市民のフォーラム北海道」代表 原田 宏二  
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シンポジウムのお知らせ 

        「日本の分
ぶん

」について考える 

～鈴木邦男氏と原田代表が語る～ 

【日 時】 2014年 1月 21日 １８：００～２１：００ (開場１７：４５) 

【場 所】 札幌時計台ホール 札幌市中央区北１条西２丁目 （札幌時計台２階） 

【テーマ】 「監視社会と警察」 講演 当フオーラム代表 原田宏二 

 “第 6回第鈴木邦男シンポジュウムｉｎ札幌時計台” 対談  

【参加費】  1,000円 【定員】 150人（要予約）  

【主 催】 株式会社 柏艪舎 

【申し込み先】 ☎ 011－219－1211 可知佳恵    

                 

 

国賠提訴 津谷弁護士刺殺事件（秋田市）  

当フオーラムも支援 

平成 22年 11月 4日の午前 4時過ぎ、秋田市内

の自宅で津谷裕貴弁護士（当時 55 歳）が拳銃、剪

定バサミを分解した刃物等を持って侵入した被告

菅原勝男に刺殺された。 

 別室で休んでいた妻の良子さんが 110 番通報、

駆け付けた秋田県警機動捜査隊員 2 人（警部補と

巡査部長）が、もみ合っていた津谷弁護士と菅原を

認めたが、津谷弁護士を犯人と誤認して拳銃を取

り上げようとしている隙に菅原は剪定バサミを分

解した刃物で津谷弁護士を刺し殺害した。 

 事件発生から 3年を経た平成 25年 11月 29日、

妻良子さんら遺族 6 人が警察官や秋田県警の対応

は多くの不手際があるとして、秋田地裁に秋田県

（県警）と菅原被告を相手取って、総額 2億 2300万

円の国家賠償と損害賠償を求める訴訟を提起した。 

提訴の概要 

 訴状は、津谷弁護士刺殺事件と県警の捜査の経緯、事件後の県警の遺族への説明、警察本部長の議会答

弁、検証結果の公表内容などに触れ、刑事裁判で現場に臨場した 2 人の警察官が偽証したため裁判所が重

要な事実関係の認定を誤ったとしたうえで、被告県（県警）による違法行為を次のように指摘している。 

 以下、その要約である。 

①秋田県警は本件（殺人事件）に関しては捜査を行

う適格性を欠いていた。 

 秋田県警にとっては、自らの組織の者が殺人事

件に加担する大失態を犯したことにより公正かつ

厳格な捜査を行う当事者としての適格性を欠いて

いた。 

②通信指令室の重大な怠慢 

 原告良子から 110 番通報を受けた通信指令室の

警察官が、凶器の有無、種類等の重要な情報を聞

こうとせず、臨場する警察官に対しても「喧嘩口論

の 110 番通報」としか伝えず、津谷弁護士と原告良

子が生命の危険にさらされている状況を把握しよ

うとしなかった。 

③臨場した警察官の措置 

 覆面パトカーでパトロール中の県警機動捜査隊

の警察官（ジャンバー姿の私服）は、津谷弁護士と

原告良子が被告菅原から拳銃を取り上げようとも

み合っている場面に臨場したが、警察官であること

を名乗らず、必要な警告などの措置を怠り、拳銃を

取り上げた津谷弁護士を制圧、その隙に菅原は別

室にあった剪定バサミを分解した刃物を持ち出し、

津谷弁護士を刺殺した。 

 これは警察官の安全保護

義務違反である。 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=126icl8j4/EXP=1389399214;_ylt=A7dPeDEuO89SBFkAHvaU3uV7/*-http:/item.shopping.c.yimg.jp/i/j/gardener_1590-s
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④異常な捜査 

 原告良子は、拳銃を突きつけられ被告菅原に殺

されそうになっている。原告良子に対する殺人未遂

や脅迫事件が成立する。また、被告菅原による殺人

事件と並行して、現場に臨場した 2人の警察官によ

る業務上過失致死事件が発生していた。 

県警はいずれの事件も捜査を怠っている。 

これは、警察組織全体の信用失墜を回避し、遺族

からの訴訟を予想した県警の意図的な事実隠しで

あり違法である。 

⑤犯罪被害者に対する情報提供義務違反 

 臨場した 2人の警察官及びそれ以外の警察官は、

原告良子が目を離した一瞬の間に起きた真実を語

っていない。県警幹部らが原告良子に説明した内

容は、原告良子が知っている事実とは明らかに異

なる虚偽説明であり、情報提供義務違反である。 

⑥秋田県議会教育公安委員会での虚偽説明 

 秋田県警は、事件の経緯や捜査状況を秋田県議

会教育公安委員会で説明しているが、臨場した警

察官が現場に到着してからの状況について虚偽の

説明をしており、その内容が公表された結果、原告

良子が体験し説明した事実が虚偽であるような社

会的印象を与えた。 

県警の議会説明は意図的な虚偽であり、違法で

ある。 

⑦虚偽の流布 

 秋田県警が公表した事件の検証結果の「1事案の

概要」には、2人の警察官の臨場時の状況など 5 か

所に虚偽の記載がある。 

こうした文書を公表することは虚偽の流布であ

り違法である。 

⑧刑事裁判における両警察官の偽証 

 臨場した2人の警察官は、刑事法廷で偽証しこれ

を裁判所が事実として認定したことにより、原告良

子の説明はますます社会的に信用を失うことにな

り、原告は社会に真実を訴えることに躊躇せざるを

得なくなった。 

同人らの証言は偽証罪（刑法 169 条）に該当する。 

              「真相は明らかになったのか」 

              秋田市内でシンポジウム開催 

 提訴を受けて、当日午後 6時 30分から秋田市内

で「故津谷裕貴弁護士の会」主催によるシンポジウ

ム「真相は明らかになったのか」が開催された。 

 会場には約 100 人の市民が集まり、木元慎一弁

護士の開会挨拶（「故津谷裕貴弁護士の会」秋田代

表）、秋田弁護士会会長 江野 栄氏の来賓挨拶、

近江直人弁護士（「故津谷裕貴弁護士の会」秋田事

務局長）の基調報告があった。 

そのあと、元朝日新聞論説委員の落合博実氏（仙

台市）の基調講演、そして、同氏のほか吉岡和弘弁

護士（「故津谷裕貴弁護士の会」代表）（仙台在住）、

当フォーラム代表 原田宏二（札幌）によるパネル

ディスカッションが行われた。 

  

道新記者の偽証は許せない       

                有罪になれば社会貢献？ 

北海道警察（道警）元総務部長で「道警裏金本訴

訟」の原告だった佐々木友善氏が、10月 15日、裁判

の証人となった北海道新聞（道新）記者の証言は偽

証だと告発、これを札幌地検が不起訴（嫌疑不十

分）処分にした。佐々木氏はそれを不服として、札

幌検察審査会に審査を申し立てた。 

 佐々木氏は、同日記者会見を開いてその理由な

どを説明しているので、その概要をお知らせする。 

 なお、これと時を同じくし

て、佐々木氏は新たに、道警

裏金本訴訟の原告だった高

田昌幸氏（当時 道新報道

本部次長）と佐藤一
はしめ

氏（当時 

道警記者クラブキャップ）の

2人を同訴訟で偽証したとして札幌地検に告発した

という。 

http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/4062748339/ref=dp_image_0?ie=UTF8&n=465392&s=books
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記者会見の発言要旨        （  ）内は筆者加筆 

佐々木氏は、検察審査会への申し立てに当たり、

記者会見を開き、記者の質問に対して、「これほど

の偽証が行われると正しい裁判は行われない。私

は勝訴（佐々木氏は控訴理由書では全部敗訴とし

ていた）したが、7 月 11 日に敗訴した被告側から裁

判費用（判決は 72 万円の慰謝料を支払うように命

じたが、訴訟費用についてはその 9 割を原告が、1

割を被告の負担だった）については、152 万円支払

わされた。しかし、それが今回の申し立ての理由で

はない。この判決は偽証が影響している。証言のほ

とんどすべてが虚偽だった。こんなことでは法治

国家とは言えるか。裁判が正しく行われたと言える

のか。私は勝訴したが、判決は著しく不合理で正義

に反するものと受け止めている。そのような判決に

至ったのは、この証言があったからだ。神聖な法廷

で虚偽の陳述は許せない。私の事件だけではなく、

このままでは裁判の信頼が揺らぐ。私は前職で（警

察官として）法秩序の維持に当たった経験があった

からこうしたことができたが、一般の人たちは、偽

証されて裁判に負けても、（被疑者が）不起訴にさ

れてもそれを覆すことはできない。私は経験を生

かした最大限の努力をした。この事件が起訴され、

（道新の記者が）有罪になれば私は社会に貢献した

ことになる。 

 

検証 佐々木氏は「裏金を知らなかった」と証言 

 平成 20年 9月 29日、第 12回口頭弁論で佐々木氏が証言台に立った。 

以下は、その時の被告道新代理人馬場弁護士と佐々木氏のやり取りである。 

馬場弁護士 「全く裏金作りには、もちろん関与はしてないし、利得にもあずかってない、それから、そうい

う裏金作りがされているという認識もなかったと、そういうことでいいんですか」 

佐々木   「はい」 

馬場弁護士 「そうすると、今聞いた中央署で時期が重なってるところとか、それから、道の特別監査の報

告によると、長い間、全組織で上部の幹部が関与する形で裏金作りがされていたという趣旨 

の報告があるんですけれども、あなたはそういうことは知らなかったと、

そういうことですか」 

佐々木   「はい」 

馬場弁護士 「あなたが道警本部の総務課に在任しているときに、上司に原田さんが

総務課長としていた時期がありましたね」 

佐々木   「はい、そういう時期ありました」 

馬場弁護士 「この訴訟で原田宏二さんの陳述書が出てるのを知ってますね」 

佐々木   「はい、頂いたのを見ました」                     北海道新聞社 

馬場弁護士 「その中で原田さんは、総務課でも裏金作りをしていて、あなたもその利得にあずかってると

いう趣旨の記載があるんですけれども、そうすると、原田さんの陳述書はうそだと、そういう

ことになるわけですね」             

佐々木   「原田さんの陳述書がうそかどうかは私も分かりませんが、そういう     道警本庁舎 

あずかってるっていう認識は持っておりません」 

馬場弁護士 「裏金を預かってるっていう意味ですか」 

佐々木   「はい、今おっしゃった、あなたもあずかってるっていう意味。そういう 

認識はちょっと私待っておりません」 

馬場弁護士 「餞別
せんべつ

等という形で、裏金から支払を受けたことはないんですか」 

佐々木   「いや、それは私 認識ありません。それ、約２０年前の話ですよね」 
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         相談談ＢＯＸ受理集計表（平成２5年４回目）   

                                25.１０.1～ 25.１２.3１ 

  相 談 等 の 内 容 相 談 者 区 分 

手   段 メール 電話 その他 警察職員ＯＢ 一般市民 計 

警
察
関
係
の
相
談 

苦 情   （0)   (0)   (0)    (0)    (0)   (0) 

相 談   （22） 10 (54) 1  (8) 3  (12)  8 (72) 11   (84) 

要 望   (0)    (0)   (0)   (0)    (0)   (0) 

情報提供   (0)   (2)    (0)    (0)    (2)   (2) 

その他 １  (１) 4  (4) １  (２)   (0)  6  (7) 6  (７) 

 
 その他の相談 13 （30） 9  (22) １  (２)   (2)  23 (52) 23 (54) 

  合 計 14 （53） 23 （82） ３  (12) 3  (14)  37 （133） 40 (147) 

 

今年の相談概況   

年間を通じて、弁護士からの相談が多かった。原田代表が津谷弁護士刺殺国賠事件、警視庁築地署の駐

車違反取り締まりを巡る公務執行妨害国賠事件で弁護団からの相談に応じたほか、警視庁新宿署痴漢冤罪

国賠事件では意見書を提出した。 

現職警察官のパワハラに関する相談も多かった。そのうち愛知県警のいじめ自殺事件では現職警察官が

国賠訴訟に踏み切った。こうした事実は、階級制度の下で鉄壁を誇る警察組織にもゆるみが生じつつある

表れだろう。 

警察に監視されているという相談も多い。その多くは相談者の思い込みによるものと思われたが、中に

は、コンビニの監視カメラ映像が容疑者として新聞に掲載されているのは、人権侵害ではないかとの指摘も

あった。市民に対する警察の監視が強まる中で、今後、こうした相談も増えることが予想される。 

 全国各地のマスコミからの取材に関する相談も多かった。特に、特定秘密保護法が国会に提案されてから

は、新聞・テレビの取材申し込みが殺到した。遅きに失した感があるが、原田代表がインタビューに応じた。 

 

「市民の目フォーラム北海道」では、警察の仕事に関する苦情や相談をいつでも受け付けています。 

相談は無料です。電話やメールで気軽にご相談下さい。秘密は厳守します。 

☎ 050-7524-8995  e-mail  shimin-me.forum@kpa.biglobe.ne.jp 

 

カンパのご案内  郵便局窓口やＡＴＭから送金できます。（送金手数料は無料） 

送金先 「市民の目フォーラム北海道」 

口 座 記号・番号 ０２７５０－６－４４０９３ 

ゆうちょ銀行に口座のない方は、払込取扱票をお送りします。 

事務局の方まで電話、メールでご請求ください。 

皆様からの温かいご支援にいつも励まされています。ありがとうございます。 

 

編集後記 昨年は大変な年だった。秘密保護法案が強行採決された。何度もデモに参加し、プラカードを掲

げ反対の意思表示をした。法案が成立した後の 12月 5日に“ｗｔａｔ”主催の緊急講演会「どうする秘密保護法。

原田宏二さんと考える」が札幌であり「秘密保護法と公安警察」と題して原田代表が講演した。多数の参加

者が集い、話に聞き入った。一旦通った法案を廃案にするべく次なる戦いが待っている。      夢子 

mailto:shimin-me.forum@kpa.biglobe.ne.jp

